
 

 

 

 

 

 

 

「やりぬく強さと粘り強さ ～学びの基盤～ 」 

校長  水野伸一郎 

 

令和２年になり、３学期がスタートしまし

た。今年も子どもたちにとって楽しく安全に生

活できる学校づくりを進めていきたいと考え

ております。保護者の皆様のご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。 

 

昨年は、ラグビーワールドカップで「ＯＮＥ 

ＴＥＡＭ」を合い言葉に活躍する選手たちの姿

に心を動かされた方も多くいたと思います。今

年は、東京オリンピック、パラリンピックが開

催されます。大きなスポーツの大会で躍動する

選手たちの姿を再び見られることが今から大

変楽しみです。 

好結果を出した選手や活躍を期待される選

手たちに、共通していることがあります。それ

は、競技のための練習はもちろん、生活面が大

変きちんとしていることです。「物を大切にす

ること」や「挨拶をすること」、「感謝の気持

ちをもち生活すること」など、毎日の生活習慣

がしっかりと確立されています。また、「ルー

ティーン」という言葉もよく耳にします。試合

の中でプレーの前に行う一連の準備動作や、試

合後に行う道具の手入れなどです。使用後の道

具にも感謝の気持ちを込めて向き合う姿勢も

その選手のルーティーンから伝わってきます。 

日常の何気ないけれど大切な事を毎日欠か

さず続けることが、競技で自分の力を発揮する

基盤になるのだと考えます。目標の達成に向け

自分で決めたことを毎日意識して真剣に取り

組む、続けることで習慣として定着させてい

く、定着した習慣は力となり自信に繋がってい

く。選手のやりぬく強さの基盤がこうして身に

付いていくのだと思います。 

 

これらのことはスポーツに限らず、学校生活

の中でも学習をはじめあらゆることに対する

基盤にとなると考えています。 

目標へ向けて粘り強く取り組んだり、やりぬ

いたりする力を身に付けていくためには、日々

の生活の中で当たり前の大切なことを積み重

ねていく経験が重要です。 

中原小生活スタンダードには、「下駄箱の靴

を揃える」「元気よく挨拶をする」「はっきり

と返事をする」「物を整理する」「丁寧に清掃

する」などが明記されています。これまで中原

小学習スタンダードと合わせ、全学級で取り組

みを継続してきました。昨年度からは、ひばり

が丘中学校との研究として、９年間を見通した

スタンダードとして浸透させるための取り組

みを進めています。 

４月から始まる新学習指導要領に対応する

学びと生活の基盤として、当たり前だけれども

大切なこととして一人一人の子どもたちに身

に付くよう意図的・計画的に指導と支援を継続

していきます。 

 

次年度は、１２月末に中原小学校新校舎への

移転が予定されています。（授業開始は令和３

年１月からの予定です。） 

節目の時、新しい環境で中原小学校の子ども

たちがさらに輝けるように、子どもたちの良さ

と中原小の良さを実感して頂けるように、教職

員一人一人の力を合わせ学校としての取り組

みをさらに進めて参ります。 

これからも本校の教育活動へのご理解とご

支援をよろしくお願いいたします 

 

中原だより   

令和元年度   第９号 
西東京市立中原小学校 
校長  水野伸一郎 
令和２年１月８日 

 
http://www.nishitokyo.ed.jp/e-nakahara/ ～開校６０周年～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


